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アユ稚魚の遡上期に大河津分水路の流量を調整します
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信濃川河川事務所では、大河津分水路河口からアユ稚魚の遡上期にあわせ、遡上
を助けるため、大河津分水路の流量調整を実施します。

流量調整とは、可動堰からの放流量を朝の一定時間絞りこみ、その後、通常放
流に戻すことで、大河津分水路の流量に変化をもたせるものです。

※信濃川本川下流、西川等への定められた放流量の確保を前提とします。
流量調整は、信濃川の流量状況によっては実施できない場合があります。

実施期間 ： 平成３０年６月５日 ～ ６月末日 （予定）

【問い合わせ先】

可動堰の放流状況（通常時下流から望む）

大河津分水路 第二床固
（下流から望む）


